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女性蔑視的態度とデートハラスメントの関連

































































































































































































彼は女性よりも男性のほうが格が上だと考えている 2.43 1.64 .774 －.081
彼は女性というだけで女の人を馬鹿にしたり下に見る 1.94 1.40 .873 .046
彼は女性は男の命令に従うべきだと考えている 2.06 1.47 .862 －.060
彼は女性を暴力や脅迫で支配することは正当なことだと思っている 1.71 1.24 .822 .023
彼は女のくせにといった発言をよくする 1.84 1.37 .843 .023
彼は女性は本当はレイプされたがっていると考えている 1.70 1.24 .814 .062
彼は女性が痛めつけられるようなポルノが好きだ 1.81 1.25 .699 .073
彼は女性の前で平気で下品な話をする 2.46 1.68 .622 －.087
彼は男女分け隔てなく人と接することが出来る 4.52 1.98 －.029 －.875



























































































































































敵意 .510 .647 .912
間接攻撃 .599 .720 .850 .860




















































平均 標準偏差 未熟性 自己犠牲
彼は被害者意識にとらわれることが多く，自分は犠牲者だと感じている 2.59 1.60 .819 －.116
彼は依存心が強く一人でやっていける自信がない 2.70 1.61 .741 .028
彼は相手にすがりつき離れないことが愛情だと思う傾向がある 2.74 1.59 .723 .036
彼は自分自身を受け入れていない 2.70 1.47 .648 .055
彼はある特定のことで頭がいっぱいになってしまうことがある 3.68 1.82 .540 .150
彼は物事を忍耐強く待つことが苦手である 3.11 1.63 .655 －.007
彼は過去の人間関係の失敗から学ぶことが少ない 3.07 1.68 .730 －.155
彼はあなたを喜ばせようとして，あなたにあわせることがある 4.23 1.66 －.010 .711
彼は自分を犠牲にして，あなたを助けたり世話をしたりすることがある 3.85 1.73 －.046 .819
彼はあなたの気分を敏感に察知して，先のことを考えてくれる 3.86 1.71 －.200 .766
彼は「ノー」といえずに頼み事をつい引き受けてしまうほうである 3.37 1.71 .203 .458











































彼は自分の容姿を気にする方だ 3.81 1.66 .708




彼は自分に対するうわさに敏感である 3.31 1.67 .801

















彼は自分の意見をはっきり言う方である 4.31 1.76 .646






















































彼は世の中は不公平で自分は損をしていると思っている 2.61 1.52 .803
彼は成功した人などについての話が嫌いである 2.49 1.50 .801
彼は自分は社会から能力に見合った待遇を受けていないと思っている 2.69 1.53 .827
彼は世の中のいろいろなことについて不満が多い 2.99 1.69 .758
彼は人のことをほめるよりもけなすことの方が多い 2.69 1.64 .801
彼は目の前で人がほめられると機嫌が悪くなる 2.24 1.38 .787
彼は自分以外の周りの人間はみな頭が悪いと思っている 2.53 1.55 .795
Table6 権威主義尺度の平均・標準偏差と因子分析結果
平均 標準偏差 因子負荷量
彼は地位の高い人にはいつもぺこぺこしている 2.64 1.54 .842
彼は先輩や上司などのご機嫌を取る 2.82 1.53 .841
彼は主張の内容よりもそれを誰が行ったのかに敏感である 2.73 1.50 .728









































注目欲求 .369 .923 －.103 .067
優越・有能感 .401 .770 －.101 .125
自己主張性 .235 .688 －.264 .095
注目敏感 .329 .673 .207 .028
社交性 .029 .531 .072 －.269
対人不安 .345 －.175 .954 .099
シャイネス .335 －.137 .917 .059
対人恐怖 .331 .270 .512 .111
自己犠牲 .033 .190 .455 －.182
相対的剥奪 .687 －.002 －.005 .993
権威主義 .543 .117 .214 .579
未熟性 .546 .168 .273 .489
女性蔑視 1.000 .073 －.006 .664
因子間相関 第1因子
第2因子 .379
第3因子 .482 .511
Figure1.結果のパス図。それぞれの項目と誤差分散は煩雑になるため省略した。
また，係数は標準化係数であり，すべて0.1％水準で有意であった。
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た。仮定した通りのモデルが示され，適合度も許
容範囲内であった（・
2
・4827・・9599.23,p・.001;
CFI＝.835;RMSEA＝.041;SRMR＝.080）。
本研究の様々な尺度との関連から，女性軽視傾
向を含む尊大因子が DV因子に直接的に影響を
及ぼすと考えられる。また，対人関係不安や包括
的自己愛傾向は，尊大傾向を経由してDVに関
連していることが示された。これらのことから，
女性蔑視という態度自体ではなく，相対的剥奪感
や権威主義，未熟性などを含んだ自己尊大感が
DVを引き起こすと考えられた。
4．総合考察
本研究では，女性蔑視的な行動と各種のデート
バイオレンス・ハラスメント行動に関連がある事
が示された。予想されたことではあるが，女性蔑
視的な行動をする男性は，女性に対して，実際の
さまざまな種類のバイオレンス・ハラスメント行
為を行う事が示唆された。また，このような男性
は一般的な攻撃性も高いことも示された。女性蔑
視的な態度は，対人不安やナルチシズムや自己注
目欲求などとも関連していたが，もっとも強い関
連性を示していたのは，「彼は世の中は不公平で
自分は損をしていると思っている」とか「彼は成
功した人についての話が嫌いである」などの項目
からなる相対的剥奪感や未熟感，権威主義などで
あった。また，SEMによって，これらの変数に
よってDV行動予測できることが示された。
これらのことから，社会に対する不満感，相対
的な剥奪感を伴う未熟で他罰的な傾向が最終的に
は，デートバイオレンスやハラスメントを引き起
こす可能性が示唆された。なぜ，相対的な剥奪感
がデートバイオレンスを引き起こすのかについて
そのプロセスを今後は詳細に検討していくことが
必要であろう。
越智啓太・長沼里美・甲斐恵利奈 2014 デートバイ
オレンス・ハラスメント尺度の作成 法政大学文
学部紀要，69,6374.
松井 豊・木賊知美・立澤晴美・大久保宏美・大前晴
美・岡村美樹・米田佳美 1990 青年の恋愛に関
する測定尺度の構成 東京都立立川短期大学紀要,
23,1323.
Lee,J.A.（1977）.A typologyofstylesofloving.
PersonalityandSocialPsychologyBuletin,3,
172182.
Runciman,W.G.（1966）.RelativeDeprivationand
SocialJustice:AStudyofAtitudestoSocialIne-
qualityinTwentieth-centuryEngland,London:
Routledge&KeganPaul.
豊田弘司・岸田麻里 2006 教育用簡易版恋愛感情尺
度の作成 奈良教育大学教育学部附属教育実践総
合センター紀要，15,15.
文学部紀要 第70号110
注） 本研究の実施にあたっては，科学研究費補助金
（基盤研究）による助成を受けた。
引用文献
Hosei University Repository
